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日本産紅藻アマノリ属藻類（ウシケノリ目）数種の光合成に対する環境要因の

影響 
（The photosynthetic response of a few Japanese species of Pyropia 

(Bangiales, Rhodophyta) to an environmental gradient） 

	 本研究では，紅藻アマノリ属藻類（ウシケノリ目）の天然個体群および養殖品種数種を対象とし，

光合成に対する光量や温度，乾燥等に対する応答を把握することを目的として研究を行った。鹿児島

県出水市産アサクサノリ Pyropia teneraの養殖品種（野口種）を対象とした実験では，配偶体の光化
学系 IIにおける最大量子収率（Fv/Fm）と酸素発生速度に基づく光合成速度を測定したほか，胞子体

の Fv/Fmの測定を行った。測定の結果，配偶体の総光合成速度と Fv/Fmはそれぞれ 9.3 ºCと 12.6 ºC
で最大となり，高温条件では顕著に低下した。一方，胞子体の Fv/Fmに対する温度の影響は小さいこ

とが明らかとなった。また，佐賀県小城市産ナラワスサビノリ Pyropia yezoensis f. narawaensisを
対象として同様の実験を行った結果，アサクサノリと似た傾向が見られた。配偶体の Fv/Fmおよび総

光合成速度はそれぞれ，14.7 ºCと 14.4 ºCでピークを示し，温度の上昇に伴い徐々に低下した。一方，
胞子体の Fv/Fmは 16.7 ºCで最大を示したものの，変化は小さく，総光合成速度は 30.7 ºCの高温条
件においてピークを持つ曲線を示した。各世代の Ekはそれぞれ，配偶体で 187 µmol photons m-2 s-1，

胞子体で 78.7 µmol photons m-2 s-1と，世代により異なる結果となった。 
	 アマノリ類の天然個体群では鹿児島県坊津産オニアマノリ Pyropia dentataと熊本県天草産イチマ
ツノリ Pyropia seriata の配偶体を用い，温度と光が光合成活性に与える影響を明らかにした。その
結果，両種の Fv/Fmはオニアマノリが 11.9ºC，イチマツノリが 12.2ºC で最大を示し，高温条件では
低下することが明らかとなった。また，総光合成速度が最大となった温度は，オニアマノリが 26.3ºC，
イチマツノリが 20.7ºC となり，オニアマノリの方が冬季水温でやや高い温度環境に適応しているこ
とが示唆された。光合成光曲線における Ekは，オニアマノリが 105 µmol photons m-2 s-1と見積もら

れたのに対し，イチマツノリは 209 µmol photons m-2 s-1となり，後者の方がより強い光環境に適応

していることが示唆された。 
	 また，佐賀産ナラワスサビノリを用いて，日本のアマノリ養殖において行われる海苔網の予備乾燥

と冷凍処理が養殖藻体の光合成活性に与える影響を明らかにした。その結果，予備乾燥中の Fv/Fmは

直線的に低下し，乾燥終了時に約 0.1 まで低下した。乾燥処理させた藻体を海苔網ごと 71 日間の冷
凍した結果，Fv/Fmは乾燥終了時と同様に 0.10 ± 0.02 SDから 0.14 ± 0.05 SDの間で推移した一方で，
海水中にて解凍後は迅速に回復した。海水中において，10分間もしくは 3時間解凍をした後の Fv/Fm

は，14日間の冷凍でそれぞれ 0.29 ± 0.12 SDと 0.47 ± 0.05を示し，71日間の冷凍では 0.15 ± 0.02 SD
と 0.29 ± 0.04 SDを示したことから，海水に浸漬後の Fv/Fmの回復値は，冷凍期間の増加に伴い徐々

に低下する傾向が見られた。また，海苔養殖における一般的な冷凍期間である冷凍 47 日後の海苔網
を海水に戻して試験養殖を行った結果（冷凍網養殖），藻体は良好に生長し，収穫時の藻体の Fv/Fm

の値は冷凍処理を経ていない藻体（秋芽網海苔）と同程度の値を示したことから，適切な冷凍期間で

あれば光合成活性が深刻な影響を受ける可能性は低いことが示唆された。 

 


